








【要約】ハイリスク妊娠・分娩とは母子の生命や健康に重大な影響を与える要因をもった

妊娠・分娩と解釈され、その要因を妊娠・分娩におけるハイリスク因子と呼んでいる。今

回は第一編で検討した「思わしくない分娩結果」を招く妊娠中の要因を有する妊娠を「ハ

イリスク妊娠」、これらの要因のない妊娠を「ローリスク妊娠」と定義し、分娩前までに

スクリーニングを行うとしたら、その精度がいかになるかを、東京都母子保健サービスセ

ンターが保有する東京都母性医療ネットワークデータベースを用いてシミュレーションを

行った。

結果はスクリーニングの基準を 3段階に分け、第一編で設定したそれぞれの「思わしくな

い分娩結果」を標的として考えた場合の ROC 分布をみると、「ハイリスク妊娠」を広めに

とったスクリーニング基準では、感度は初産で 75～92%、経産で 80～95%を示したが、偽

陽性率は初産で約 60%以上であり、経産では約 70%を示し、スクリーニング基準を狭くと

ると、感度は初産で63～86%、経産では 77～90%であり、偽陽性率は 43～52%であった。


